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と
、
県
政
に
全
力
を
注
ぎ
続
け
た
半
生
だ
っ
た
。

　
県
職
員
か
ら
た
た
き
上
げ
の
知
事
は
、
平
井
氏
が
初
め
て
だ
っ
た
。
十
一
年
七

月
二
十
九
日
の
死
去
翌
日
、
県
議
会
は
各
派
代
表
者
会
を
開
催
、
自
民
党
議
員
会

の
組
橋
啓
輔
会
長
が
名
誉
県
民
の
称
号
授
与
な
ど
を
議
題
と
す
る
臨
時
議
会
の
招

集
を
提
案
、
八
月
九
日
招
集
で
合
意
し
た
。
議
会
事
務
局
に
よ
る
と
、
名
誉
県
民

の
選
定
同
意
を
求
め
た
臨
時
議
会
の
開
催
は
初
め
て
だ
っ
た
。　
　

　
臨
時
議
会
で
は
、
真
鍋
知
事
、
組
橋
議
員
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
採
決

で
名
誉
県
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
に
高
松
市
内
の
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
で
県
民
追
悼
式
が
行
わ
れ

た
。
式
場
に
は
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
の
ほ
か
省
庁
関
係
者
、
経
済
界
な
ど
か

ら
約
二
千
九
百
人
が
参
列
。
実
行
委
員
長
の
真
鍋
知
事
が
、「
ひ
た
す
ら
県
勢
の

発
展
と
県
民
の
幸
せ
を
願
い
、
全
身
全

霊
を
尽
く
さ
れ
る
姿
に
、
だ
れ
も
が
深

い
感
銘
を
受
け
た
。
輝
か
し
い
功
績
は

青
史
に
刻
ま
れ
、
県
民
に
永
く
語
り
継

が
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
」
と
追
悼
の

辞
を
述
べ
、故
人
の
功
績
を
た
た
え
た
。

　

温
厚
で
勤
勉
実
直
。
座
右
の
銘
は

〈
至
誠
一
貫
〉、
仕
事
が
趣
味
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
知
事
職
に
全
神
経
を
集
中
さ
せ

た
。
た
だ
、
知
事
退
任
時
の
記
者
会
見

で
は
、
唯
一
の
心
残
り
と
し
て
豊
島
産

廃
問
題
が
全
面
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
挙
げ
た
。

　
平
成
七
年
四
月
の
第
十
三
回
統
一
地
方
選
挙
は
、
全
国
的
に
組
織
主
導
と
い
う

従
来
の
選
挙
パ
タ
ー
ン
と
は
様
変
わ
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
典
型
が
無
党
派
層
の
動
向
だ
っ
た
。
十
三
都
府
県
で
行
わ
れ
た
知
事
選
挙

の
う
ち
東
京
都
知
事
選
で
は
、
タ
レ
ン
ト
候
補
の
青
島
幸
男
氏
が
自
民
や
社
会
、

さ
き
が
け
、
公
明
な
ど
が
推
薦
・
支
持
す
る
元
自
治
事
務
次
官
の
石
原
信
雄
氏
ら

を
抑
え
て
初
当
選
。
大
阪
府
知
事
選
で
も
、
横
山
ノ
ッ
ク
氏
が
自
民
、
新
進
、
社

会
、
新
党
さ
き
が
け
、
公
明
の
五
党
相
乗
り
候
補
を
破
っ
た
。
ま
た
、
新
人
三
人

が
立
候
補
し
た
高
松
市
長
選
で
は
、
自
民
と
共
産
推
薦
の
候
補
者
と
、
新
進
と
社

会
、
新
党
さ
き
が
け
が
推
す
候
補
者
が
激
突
す
る
と
い
う
異
例
の
対
決
構
図
が
注

目
さ
れ
た
。

　

香
川
を
含
む
四
十
三
道
府
県
議
会
の
議
員
選
挙
で
は
、
自
民
党
公
認
候
補
の

当
選
者
は
一
千
三
百
四
人
（
前
回
比
百
九
十
七
人
減
）、
社
会
党
二
百
八
十
二
人

（
同
五
十
一
人
減
）
と
既
成
二
大
政
党
は
惨
敗
、
新
た
な
受
け
皿
と
し
て
新
進
が

百
四
十
議
席
と
躍
進
し
、
同
年
七
月
の
参
議
院
通
常
選
挙
で
は
自
社
さ
連
立
内
閣

が
大
敗
を
喫
し
た
。

　

無
党
派
層
が
、
日
本
の
政
治
を
動
か
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
自

民
党
の
金
権
体
質
と
、
護
憲
を
旗
印
に
し
た
社
会
が
連
立
内
閣
参
画
で
政
策
を

百
八
十
度
転
換
し
た
こ
と
に
対
す
る
戸
惑
い
に
加
え
、
合
従
連
衡
を
繰
り
返
す
中

央
政
界
の
混
迷
と
ね
じ
れ
に
対
す
る
国
民
の
強
い
不
信
感
の
表
れ
と
指
摘
す
る
識

故平井城一前知事の県民追悼式（平成 11 年 8 月 31 日・サンメッセ香川）

　

第
二
章
　
各
種
選
挙

　
　
　
政
治
変
え
た
無
党
派
層

　
　
　
　
　
知
事
選
で
多
党
相
乗
り
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各種選挙（県議会議員選挙）

　
【
第
十
三
回
県
議
会
議
員
選
挙
】　
七
年
四
月
の
香
川
県
議
会
議
員
選
挙
（
定
数

四
十
五
）
に
立
候
補
し
た
の
は
、
党
派
別
で
自
民
三
十
三
人
、
新
進
三
人
、
社
会

七
人
、
共
産
三
人
、
公
明
三
人
、
無
所
属
十
人
の
計
五
十
九
人
と
な
り
、
前
回
選

挙
よ
り
二
人
減
少
し
た
。
二
十
二
人
が
出
馬
し
た
新
人
は
男
女
十
人
が
当
選
、
新

旧
交
代
の
色
合
い
の
濃
い
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
ま
た
、
三
豊
郡
第
一
選
挙
区
な

ど
五
選
挙
区
で
八
人
が
無
投
票
当
選
し
た
。
今
回
の
平
均
投
票
率
は
五
七・四
％
、

史
上
最
低
だ
っ
た
前
回
選
挙
（
六
五・
一
八
％
）
を
下
回
り
、
ワ
ー
ス
ト
記
録
を

者
も
多
い
。

　

十
一
年
四
月
の
第
十
四
回
統
一
地
方
選
挙
も
、
全
国
的
な
流
れ
は
前
回
と
似

通
っ
て
い
た
。
前
回
選
挙
で
無
党
派
層
の
支
持
を
受
け
て
青
島
幸
男
氏
が
当
選
し

た
東
京
都
知
事
選
で
は
立
候
補
者
十
九
人
す
べ
て
が
無
所
属
で
出
馬
、
無
党
派
層

を
意
識
し
た
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
運
輸
相
や
環
境
庁
長
官
を
務
め
た
石
原

慎
太
郎
氏
が
、
自
民
の
推
薦
候
補
や
国
際
政
治
学
者
の
舛
添
洋
一
氏
ら
の
有
力
候

補
を
退
け
都
知
事
ポ
ス
ト
に
就
い
た
。
ま
た
、北
海
道
、鳥
取
な
ど
八
道
県
で
は
、

現
職
、
新
人
を
問
わ
ず
多
党
相
乗
り
候
補
が
知
事
ポ
ス
ト
を
射
止
め
た
。
香
川
な

ど
四
十
四
道
府
県
議
会
の
議
員
選
挙
（
定
数
二
千
六
百
九
十
九
）
で
は
、
前
回
躍

進
の
新
進
が
解
党
し
て
創
設
さ
れ
た
民
主
が
百
七
十
議
席
を
確
保
し
た
ほ
か
、
自

民
は
微
減
だ
っ
た
が
、
連
立
政
権
に
加
わ
る
社
民
、
新
党
さ
き
が
け
は
大
敗
を
喫

し
た
。

大
幅
に
更
新
、
政
治
離
れ
が
一
段
と
加
速
し
た
。

　
党
派
別
当
選
者
の
う
ち
自
民
は
三
十
一
人
で
改
選
前
よ
り
二
人
減
だ
っ
た
が
、

当
選
し
た
無
所
属
新
人
に
保
守
系
二
人
が
含
ま
れ
て
お
り
、
現
有
議
席
を
維
持
。

社
会
、
公
明
も
現
有
議
席
を
確
保
し
勢
力
分
野
に
大
き
な
変
動
は
な
か
っ
た
。
共

産
は
一
減
、
初
め
て
公
認
、
推
薦
候
補
者
を
擁
立
し
た
新
進
が
二
議
席
を
射
止
め

た
。

　
党
派
別
得
票
率
は
、
自
民
六
〇・九
九
％
（
前
回
五
八・一
三
％
）、
社
会
一
一
・

三
七
％
（
同
一
二・
三
八
％
）、
公
明
六・
五
五
％
（
同
四・
三
一
％
）、
共
産
三
・

一
九
％
（
同
二・
九
二
％
）、
新
進
は
三・
三
四
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
自
民
現
職
の

大
西
末
廣
氏
（
綾
歌
郡
選
挙
区
）、
溝
渕　
博
氏
（
高
松
市
選
挙
区
）
が
九
期
連

続
当
選
を
果
た
し
、
前
田
敬
二
氏
（
三
豊
郡
第
一
選
挙
区
）
の
最
多
当
選
回
数
に

並
ん
だ
。

　
選
挙
戦
と
な
っ
た
高
松
市
選
挙
区
な
ど
十
選
挙
区
で
は
、
無
党
派
層
を
意
識
し

て
各
候
補
者
と
も
政
党
色
を
薄
め
、
福
祉
や
教
育
、
社
会
基
盤
の
整
備
な
ど
を
柱

に
支
持
を
訴
え
た
。

　
主
要
政
党
が
出
そ
ろ
っ
た
高
松
市
選
挙
区
（
定
数
十
四
）
に
は
、
現
職
十
人
、

元
職
一
人
、
新
人
六
人
が
立
候
補
し
た
。
社
会
は
、
高
松
市
長
選
に
出
馬
し
た
藤

本
哲
夫
氏
の
後
任
と
し
て
元
職
一
人
と
現
職
一
人
に
絞
り
込
ん
で
二
議
席
死
守
を

目
指
し
た
が
、
元
職
は
返
り
咲
き
を
果
た
せ
ず
、
現
職
一
人
の
当
選
に
と
ど
ま
っ

た
。
新
進
公
認
で
出
馬
し
た
岡
野
史
生
氏
は
、
新
党
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
追
い
上
げ

た
が
惜
敗
。
自
民
は
、
議
長
経
験
者
を
含
む
公
認
候
補
者
八
人
が
危
な
げ
な
く
当

選
し
た
。
ま
た
、
無
所
属
新
人
の
渡
辺
智
子
氏
が
、
都
市
部
と
同
様
に
無
党
派
層

の
後
押
し
で
新
風
を
吹
き
込
み
、
共
産
公
認
で
再
選
を
果
た
し
た
藤
目
千
代
子
氏

と
合
わ
せ
て
三
十
六
年
ぶ
り
に
女
性
県
議
二
人
が
誕
生
し
た
。　

　
　

第
一
節
　
県
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
投
票
率
、
ワ
ー
ス
ト
大
幅
更
新

　
　
　
　
　
五
選
挙
区
で
八
人
が
無
投
票
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前
回
の
無
投
票
か
ら
一
転
し
て
少
数
激
戦
と
な
っ
た
大
川
郡
選
挙
区（
定
数
五
）

は
現
職
四
人
が
強
さ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
自
民
新
人
の
名
和
基
延
氏
が
地
元

を
固
め
て
初
当
選
を
果
た
し
た
。
丸
亀
市
選
挙
区
で
は
、
自
民
公
認
の
三
候
補
が

そ
ろ
っ
て
当
選
、
保
守
独
占
は
揺
る
ぎ
な
か
っ
た
。
坂
出
市
選
挙
区
（
定
数
三
）

も
自
民
が
議
席
を
独
占
。
自
民
、
社
会
、
新
進
の
三
つ
ど
も
え
と
な
っ
た
善
通
寺

市
選
挙
区
（
定
数
二
）
は
、
辻
村　
衛
氏
（
自
現
）
が
ト
ッ
プ
当
選
、
櫛󠄁
田
治
夫

氏
（
社
新
）
が
新
進
推
薦
の
無
所
属
新
人
を
振
り
切
り
、
二
度
目
の
挑
戦
で
議
席

を
つ
か
ん
だ
。　

　
二
期
連
続
無
投
票
だ
っ
た
綾
歌
郡
選
挙
区
（
定
数
三
）
は
、
八
年
ぶ
り
の
選
挙

戦
。
現
職
二
人
、
新
人
三
人
が
出
馬
し
て
混
戦
も
よ
う
と
な
っ
た
が
、
自
民
現
職

の
大
西
末
廣
氏
が
八
期
三
十
二
年
の
強
み
を
発
揮
し
て
ト
ッ
プ
当
選
、
勇
退
し
た

仲
西
秀
信
議
員
の
後
継
と
し
て
出
馬
し
た
水
本
勝
規
氏
（
自
新
）
が
続
き
、
三
番

手
に
は
亀
井　
広
氏
（
社
現
）
が
新
進
推
薦
の
新
人
に
約
千
票
差
を
つ
け
て
逃
げ

切
っ
た
。
観
音
寺
市
選
挙
区
（
定
数
二
）
は
、
白
川
晴
司
氏
の
首
長
選
へ
の
転
身

を
受
け
て
出
馬
し
た
石
川　
豊
氏
（
無
新
）
が
、
新
進
党
の
推
薦
候
補
と
し
て
幅

広
い
支
持
を
集
め
て
初
当
選
を
果
た
し
た
。

　
保
守
系
同
士
の
争
い
と
な
っ
た
の
は
二
選
挙
区
。
仲
多
度
郡
第
一
選
挙
区
は
、

五
所
野
尾
恭
一
氏（
無
新
）が
二
度
目
の
挑
戦
で
自
民
現
職
の
一
画
を
崩
し
て
ト
ッ

プ
当
選
、
自
民
公
認
三
候
補
者
の
争
い
と
な
っ
た
小
豆
郡
選
挙
区
は
、
黒
島　
啓

氏
（
自
新
）
が
前
回
選
挙
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
。

香川県議会議員選挙

平成 7年 4月9日執行（○の数字は当選回数）

当 11,112 票 木　村　嘉　己 （65） 自　民　現 屋島東町 ⑧
当 10,658 票 宮　本　欣　貞 （39） 自　民　新 西植田町 ①
当 9,468 票 高　岡　哲　夫 （69） 自　民　現 鬼 無 町 ⑤
当 8,437 票 溝　 渕　　　 博 （65） 自　民　現 常 磐 町 ⑨
当 8,157 票 寒　川　泰　博 （56） 公　明　現 鶴 市 町 ②
当 8,047 票 大須賀　規　祐 （55） 公　明　現 屋島西町 ③
当 7,656 票 平　 木　　　 享 （47） 自　民　新 仏生山町 ①
当 7,438 票 植　田　郁　男 （63） 自　民　現 田 村 町 ⑤
当 7,073 票 原　 内　　　 保 （52） 無所属　新 扇 町 ①
当 7,046 票 渡　辺　智　子 （41） 無所属　新 多肥上町 ①
当 7,043 票 松　本　康　範 （48） 自　民　現 一 宮 町 ②
当 6,837 票 鎌　田　守　恭 （46） 自　民　現 栗 林 町 ②
当 6,790 票 藤　目　千代子 （46） 共　産　現 檀 紙 町 ②
当 6,375 票 村　 上　　　 豊 （49） 社　会　現 塩 上 町 ②

6,253 票 岡　野　史　生 （32） 新　進　新 鍛冶屋町
6,227 票 澁　 川　　　 正 （54） 社　会　元 宮 脇 町
1,096 票 藤　田　健　二 （57） 無所属　新 鶴 市 町

　　　（高松市選挙区＝定数 14、候補者 17）
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各種選挙（県議会議員選挙）

当 8,804 票 山　内　俊　夫 （48） 自　民　現 城 東 町 ②
当 7,931 票 山　本　直　樹 （47） 自　民　現 新 浜 町 ③
当 7,708 票 塚　 本　　　 修 （54） 自　民　現 金 倉 町 ②

6,968 票 梶　　　 正　 治 （42） 社　会　新 山 北 町

　　　（丸亀市選挙区＝定数 3、候補者 4）

当 8,349 票 谷　 川　　　 実 （57） 自　民　現 宇多津町 ⑥
当 6,972 票 池　田　長　義 （65） 自　民　現 林 田 町 ⑤
当 5,939 票 尾　崎　道　広 （49） 自　民　現 富士見町 ②

1,084 票 三　 宅　　　 栄 （60） 無所属　新 青 海 町

　　　（坂出市選挙区＝定数 3、候補者 4）

当 6,955 票 辻　 村　　　 衛 （62） 自　民　現 上吉田町 ⑤
当 6,750 票 櫛󠄁　田　治　夫 （63） 社　会　新 弘 田 町 ①

5,310 票 吉　田　康　宏 （52） 無所属　新 上吉田町

　　　（善通寺市選挙区＝定数２、候補者３）

当 7,761 票 岸　 上　　　 修 （69） 自　民　現 柞 田 町 ④
当 7,401 票 石　 川　　　 豊 （53） 無所属　新 吉 岡 町 ①

1,420 票 高　嶋　明　雄 （60） 共　産　新 琴 浪 町

　　　（観音寺市選挙区＝定数２、候補者３）

当 9,287 票 岡　田　好　平 （60） 自　民　現 土 庄 町 ⑤
当 8,554 票 黒　 島　　　 啓 （53） 自　民　新 内 海 町 ①

6,163 票 近　本　幸　三 （49） 自　民　新 内 海 町

　　　（小豆郡選挙区＝定数 2、候補者 3）

当 10,274 票 真　部　善　美 （73） 自　民　現 長 尾 町 ④
当 10,242 票 名　和　基　延 （54） 自　民　新 津 田 町 ①
当 9,690 票 白　井　昌　幸 （57） 自　民　現 志 度 町 ③
当 8,229 票 砂　 川　　　 保 （51） 社　会　現 大 内 町 ④
当 7,800 票 冨　田　博　昭 （58） 公　明　現 大 内 町 ②

6,160 票 樫　村　正　員 （65） 無所属　新 志 度 町
3,486 票 八　田　良　一 （65） 共　産　新 大 内 町

　　　（大川郡選挙区＝定数５、候補者７）
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当 9,065 票 綾　田　福　雄 （48） 自　民　現 香 南 町 ④
5,679 票 西　川　勝　秀 （43） 無所属　新 香 川 町

　　　（香川郡選挙区＝定数 1、候補者 2）

当 8,864 票 大　西　末　廣 （64） 自　民　現 飯 山 町 ⑨
当 8,491 票 水　本　勝　規 （45） 自　民　新 綾 南 町 ①
当 7,130 票 亀　 井　　　 広 （61） 社　会　現 国分寺町 ④

5,976 票 大　山　一　郎 （35） 新　進　新 国分寺町
4,846 票 西　岡　章　夫 （54） 無所属　新 綾 上 町

　　　（綾歌郡選挙区＝定数 3、候補者 5）

当 7,663 票 五所野尾　恭一 （49） 無所属　新 満 濃 町 ①
当 7,422 票 都　村　忠　弘 （59） 自　民　現 琴 平 町 ⑥

6,380 票 栗　田　隆　義 （41） 自　民　現 満 濃 町

　　　（仲多度郡第一選挙区＝定数２、候補者３）

＜無投票当選＞

筒　井　敏　行 （52） 自　民　現 三 木 町 ②
　　　（木田郡第一選挙区＝定数１）

大　西　邦　美 （45） 新　進　現 牟 礼 町 ⑤
　　　（木田郡第二選挙区＝定数１）

大喜多　　　治 （63） 自　民　現 多度津町 ⑤
　　　（仲多度郡第二選挙区＝定数１）

篠　原　公　七 （46） 自　民　現 大野原町 ②
　　　（三豊郡第二選挙区＝定数１）

増　田　　　稔 （50） 自　民　現 高 瀬 町 ③
三　宅　暉　茂 （68） 自　民　現 詫 間 町 ⑤
組　橋　啓　輔 （54） 自　民　現 仁 尾 町 ⑤
篠　原　正　憲 （52） 社　会　現 豊 中 町 ③

　　　（三豊郡第一選挙区＝定数４）
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各種選挙（県議会議員選挙）

職
一
人
が
返
り
咲
き
、
新
人
で
当
選
し
た
の
は
樫　
昭
二
氏
（
共
新
）
だ
け
だ
っ

た
。
共
産
は
、
三
選
を
目
指
し
た
藤
目
千
代
子
氏
が
次
点
と
な
り
、
県
都
で
の
複

数
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
。
前
回
選
挙
で
社
会
公
認
と
し
て
再
選
を
果
た
し

た
村
上　
豊
氏
は
今
回
、
県
議
会
で
唯
一
の
民
主
党
公
認
候
補
と
し
て
出
馬
、
県

友
愛
会
議
な
ど
の
支
持
と
個
人
票
の
掘
り
起
こ
し
で
議
席
を
守
っ
た
。
市
民
派
の

渡
辺
智
子
氏
（
無
現
）
は
無
党
派
層
の
支
持
を
手
堅
く
ま
と
め
、
上
位
で
再
選
を

果
た
し
た
。

　
二
回
連
続
で
自
民
公
認
候
補
が
三
議
席
を
独
占
し
た
丸
亀
市
選
挙
区（
定
数
三
）

は
、
自
民
現
職
三
人
に
連
合
香
川
、
社
民
推
薦
の
梶　
正
治
氏
（
無
新
）
と
、
土

岐
一
郎
氏
（
共
新
）
が
挑
ん
だ
。
社
民
は
社
会
党
時
代
、
こ
の
選
挙
区
か
ら
四
期

連
続
で
県
議
会
議
員
を
送
り
出
し
て
い
る
だ
け
に
、
梶
氏
は
自
民
の
議
席
独
占
阻

止
を
訴
え
、
三
度
目
の
挑
戦
で
悲
願
を
達
成
し
た
。

　
豊
島
産
廃
問
題
で
全
国
的
に
注
目
を
集
め
た
小
豆
郡
選
挙
区
（
定
数
二
）。
自

民
現
職
二
人
の
厚
い
壁
に
挑
ん
だ
石
井　
亨
氏
（
無
新
）
は
、
告
示
直
前
の
出
馬

表
明
と
知
名
度
の
低
さ
か
ら
出
遅
れ
感
が
あ
っ
た
が
、「
小
豆
島
か
ら
香
川
を
変

え
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
草
の
根
選
挙
を
展
開
、
自
民
現
職
の
一
角
を
崩
し
た
。

保
守
三
つ
ど
も
え
と
な
っ
た
仲
多
度
郡
第
一
選
挙
区
（
定
数
二
）
は
、
知
事
選
を

巡
る
混
乱
か
ら
十
年
六
月
に
議
員
辞
職
し
た
都
村
忠
弘
氏
の
長
男
、
都
村
尚
志
氏

（
無
新
）
が
ト
ッ
プ
当
選
、
前
回
選
挙
で
初
当
選
し
た
五
所
野
尾
恭
一
氏
（
自
現
）

は
二
期
目
の
ジ
ン
ク
ス
に
泣
い
た
。

　
坂
出
市
選
挙
区
（
定
数
三
）
は
、
共
産
が
八
年
ぶ
り
の
議
席
奪
還
を
目
指
し
て

新
人
を
擁
立
。危
機
感
を
募
ら
せ
た
自
民
現
職
の
三
陣
営
は
終
盤
に
引
き
締
ま
り
、

着
実
に
票
を
上
積
み
し
て
三
議
席
を
死
守
し
た
。
綾
歌
郡
選
挙
区
（
定
数
三
）
で

は
、
現
職
、
新
人
五
人
の
激
戦
を
制
し
て
大
西
末
廣
氏
（
自
現
）
が
県
議
会
史
上

　
　【
第
十
四
回
県
議
会
議
員
選
挙
】　
十
一
年
四
月
の
香
川
県
議
会
議
員
選
挙
（
定

数
四
十
五
）
で
は
、
十
五
選
挙
区
の
立
候
補
者
数
は
前
回
と
同
じ
五
十
九
人
。
新

旧
別
で
は
、
現
職
が
最
多
の
四
十
四
人
、
元
職
一
人
、
新
人
は
過
去
最
少
だ
っ
た

昭
和
六
十
二
年
と
同
じ
十
四
人
に
と
ど
ま
り
、
女
性
候
補
者
は
過
去
最
多
の
四
人

を
数
え
た
。
党
派
別
候
補
者
は
、
自
民
三
十
四
人
、
民
主
一
人
、
公
明
三
人
、
共

産
五
人
、
社
民
五
人
、
無
所
属
十
一
人
。
自
民
、
公
明
、
民
主
は
現
有
議
席
の
確

保
を
目
指
し
、
党
名
を
変
更
し
た
社
民
も
支
持
基
盤
の
堅
持
を
目
指
し
た
。
共
産

は
、
十
年
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
得
票
数
を
伸
ば
し
た
勢
い
か
ら
、
高
松
市
選

挙
区
で
二
十
四
年
ぶ
り
に
二
人
の
候
補
者
を
擁
立
し
た
。

　
無
投
票
で
議
席
を
得
た
の
は
六
選
挙
区
十
一
人
。
善
通
寺
市
選
挙
区（
定
数
二
）

は
昭
和
五
十
四
年
、
六
十
二
年
に
次
い
で
戦
後
三
度
目
、
観
音
寺
市
選
挙
区
は

二
十
年
ぶ
り
の
無
投
票
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、木
田
郡
第
二
選
挙
区（
定
数
一
）、

仲
多
度
郡
第
二
選
挙
区（
定
数
一
）は
四
回
連
続
、三
豊
郡
第
一
選
挙
区（
定
数
四
）

と
三
豊
郡
第
二
選
挙
区
（
定
数
一
）
は
、
前
回
に
続
い
て
の
無
投
票
と
な
っ
た
。

　
選
挙
戦
と
な
っ
た
九
選
挙
区
（
定
数
三
十
四
）
で
は
、
子
育
て
や
環
境
問
題
な

ど
、
生
活
に
密
着
し
た
公
約
を
訴
え
る
候
補
者
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
身
近
な
選

挙
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、香
川
大
学
の
学
生
グ
ル
ー
プ
が
企
画
し
て
、

高
松
市
選
挙
区
に
立
候
補
し
た
複
数
候
補
者
主
催
の
合
同
個
人
演
説
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
高
松
市
選
挙
区
（
定
数
十
四
）
は
、
勇
退
議
員
が
一
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
新
人

の
出
馬
は
わ
ず
か
三
人
。
現
職
組
が
優
位
に
選
挙
戦
を
進
め
十
二
人
が
当
選
、
元

　
　
　
六
選
挙
区
で
十
一
人
無
投
票

　
　
　
　
　
投
票
率
ア
ッ
プ
も
低
水
準



30

最
多
の
十
期
連
続
当
選
を
果
た
し
た
。

　
党
派
別
の
得
票
率
は
、
現
有
議
席
を
四
減
ら
し
た
自
民
は
五
九・
二
二
％
で
前

回
選
挙
よ
り
一・七
七
㌽
ダ
ウ
ン
、
一
議
席
を
死
守
し
た
民
主
は
一・九
一
％
、
三

議
席
確
保
の
公
明
は
六・
三
五
％
で
前
回
並
み
の
得
票
率
だ
っ
た
。
ま
た
、
一
議

席
を
維
持
し
た
共
産
は
、
高
松
市
選
挙
区
で
二
人
の
候
補
者
を
立
て
た
こ
と
な
ど

か
ら
前
回
よ
り
三・七
八
㌽
ア
ッ
プ
の
六・九
七
％
と
な
っ
た
。
社
民
は
一
議
席
増

だ
っ
た
が
、
得
票
率
は
四
年
前
の
社
会
党
時
代
と
比
べ
る
と
三・
七
四
㌽
ダ
ウ
ン

し
て
七・
六
三
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
無
所
属
候
補
の
得
票
率
は
一
七・
九
三
％
で
、

市
民
グ
ル
ー
プ
の
投
票
行
動
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
前
回
を
三・三
七
㌽
上
回
っ
た
。

　
投
、
開
票
が
行
わ
れ
た
九
選
挙
区
の
平
均
投
票
率
は
六
〇・
七
四
％
。
投
票
時

間
の
二
時
間
延
長
や
不
在
者
投
票
の
要
件
緩
和
な
ど
か
ら
大
幅
な
投
票
率
ア
ッ
プ

が
期
待
さ
れ
た
が
、過
去
最
低
だ
っ
た
前
回
統
一
選
挙
の
五
七・四
〇
％
は
上
回
っ

た
も
の
の
、
歴
代
ワ
ー
ス
ト
二
位
に
終
わ
っ
た
。

香川県議会議員選挙

平成11年 4月11日執行（○の数字は当選回数）

当 12,640 票 宮　本　欣　貞 （43） 自　民　現 西植田町 ②
当 11,883 票 木　村　嘉　己 （69） 自　民　現 屋島東町 ⑨
当 11,217 票 藤　本　哲　夫 （55） 社　民　元 上 之 町 ⑥
当 9,632 票 渡　辺　智　子 （45） 無所属　現 多肥上町 ②
当 8,305 票 高　岡　哲　夫 （73） 自　民　現 鬼 無 町 ⑥
当 8,250 票 原　 内　　　 保 （56） 自　民　現 扇 町 ②
当 7,892 票 寒　川　泰　博 （60） 公　明　現 鶴 市 町 ③
当 7,888 票 大須賀　規　祐 （59） 公　明　現 屋島西町 ④
当 7,847 票 平　 木　　　 享 （51） 自　民　現 仏生山町 ②
当 7,647 票 植　田　郁　男 （67） 自　民　現 田 村 町 ⑥
当 7,462 票 松　本　康　範 （52） 自　民　現 一 宮 町 ③
当 7,164 票 村　 上　　　 豊 （53） 民　主　現 塩 上 町 ③
当 7,162 票 鎌　田　守　恭 （50） 自　民　現 栗 林 町 ③
当 7,104 票 樫　　　 昭　 二 （49） 共　産　新 木 太 町 ①

6,746 票 藤　目　千代子 （50） 共　産　現 檀 紙 町
5,078 票 小　河　雄　磨 （48） 無所属　新 高 松 町
4,299 票 坂　井　幸　博 （49） 自　民　新 円 座 町

　　　（高松市選挙区＝定数 14、候補者 17）
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各種選挙（県議会議員選挙）

当 10,691 票 谷　 川　　　 実 （61） 自　民　現 宇多津町 ⑦
当 10,390 票 尾　崎　道　広 （53） 自　民　現 富士見町 ③
当 7,825 票 池　田　長　義 （69） 自　民　現 林 田 町 ⑥

6,867 票 中　 井　　　 豊 （63） 共　産　新 文 京 町

　　　（坂出市選挙区＝定数 3、候補者 4）

当 8,601 票 岡　田　好　平 （64） 自　民　現 土 庄 町 ⑥
当 7,340 票 石　 井　　　 亨 （39） 無所属　新 土 庄 町 ①

6,916 票 黒　 島　　　 啓 （57） 自　民　現 内 海 町

　　　（小豆郡選挙区＝定数 2、候補者 3）

当 10,758 票 真　部　善　美 （77） 自　民　現 長 尾 町 ⑤
当 9,526 票 白　井　昌　幸 （61） 自　民　現 志 度 町 ④
当 9,322 票 名　和　基　延 （58） 自　民　現 津 田 町 ②
当 8,956 票 砂　 川　　　 保 （55） 社　民　現 大 内 町 ⑤
当 8,059 票 冨　田　博　昭 （62） 公　明　現 大 内 町 ③

3,948 票 東　本　栄　子 （46） 共　産　新 白 鳥 町
3,928 票 木　 村　　　 作 （53） 無所属　新 白 鳥 町

　　　（大川郡選挙区＝定数５、候補者７）

当 11,491 票 梶　　　 正　 治 （46） 無所属　新 山 北 町 ①
当 9,474 票 山　田　正　芳 （35） 自　民　現 土 器 町 ②
当 6,903 票 塚　 本　　　 修 （58） 自　民　現 金 倉 町 ③

6,637 票 山　本　直　樹 （51） 自　民　現 新 浜 町
1,499 票 土　岐　一　郎 （46） 共　産　新 土 居 町

　　　（丸亀市選挙区＝定数３、候補者５）

当 9,316 票 都　村　尚　志 （34） 無所属　新 琴 平 町 ①
当 6,658 票 栗　田　隆　義 （45） 自　民　現 満 濃 町 ③

5,368 票 五所野尾  恭一 （53） 自　民　現 満 濃 町

　　　（仲多度郡第一選挙区＝定数２、候補者３）

当 9,629 票 水　本　勝　規 （49） 自　民　現 綾 南 町 ②
当 9,013 票 大　西　末　廣 （68） 自　民　現 飯 山 町 ⑩
当 8,476 票 亀　 井　　　 広 （65） 社　民　現 国分寺町 ⑤

7,550 票 西　岡　章　夫 （58） 無所属　新 国分寺町
2,876 票 河　田　博　之 （54） 無所属　新 綾 歌 町

　　　（綾歌郡選挙区＝定数３、候補者５）

当 8,671 票 筒　井　敏　行 （56） 自　民　現 三 木 町 ③
3,246 票 玉　井　英　子 （52） 無所属　新 三 木 町

　　　（木田郡第一選挙区＝定数 1、候補者 2）

当 10,567 票 綾　田　福　雄 （52） 自　民　現 香 南 町 ⑤
6,900 票 西　川　勝　秀 （47） 無所属　新 香 川 町

　　　（香川郡選挙区＝定数１、候補者２）
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＜無投票当選＞

大喜多　 　 治 （67） 自　民　現 多度津町 ⑥
　　　（仲多度郡第二選挙区＝定数１）

篠　原　公　七 （50） 自　民　現 大野原町 ③
　　　（三豊郡第二選挙区＝定数１）

大　西　邦　美 （49） 無所属　現 牟 礼 町 ⑥
　　　（木田郡第二選挙区＝定数１）

辻　村　　　修 （37） 自　民　現 上吉田町 ②
櫛󠄁　田　治　夫 （67） 社　民　現 弘 田 町 ②

　　　（善通寺市選挙区＝定数２）

石　川　　　豊 （57） 自　民　現 吉 岡 町 ②
岸　上　　　修 （73） 自　民　現 柞 田 町 ⑤

　　　（観音寺市選挙区＝定数２）

増　田　　　稔 （54） 自　民　現 高 瀬 町 ④
篠　原　正　憲 （56） 社　民　現 豊 中 町 ④
三　宅　暉　茂 （72） 自　民　現 詫 間 町 ⑥
組　橋　啓　輔 （58） 自　民　現 仁 尾 町 ⑥

　　　（三豊郡第一選挙区＝定数４）

高　田　良　徳 （42） 社　民　新　 木 徳 町 ①
　　　（善通寺市選挙区＝欠員１）

＜無投票当選＞
平成14 年 8月25日執行（○の数字は当選回数）

当 11,817 票 山　田　正　芳 （35） 無所属　新 土 器 町 ①
10,449 票 大　林　建　夫 （40） 無所属　新 郡 家 町
8,387 票 梶　　　 正　 治 （45） 無所属　新 山 北 町

　　　（丸亀市選挙区＝欠員１、候補者３）

当 10,293 票 辻　 村　　　 修 （37） 自　民　新 上吉田町 ①
2,672 票 内　田　信　吾 （43） 共　産　新 善通寺町

　　　（善通寺市選挙区＝欠員１、候補者２）

当 9,181 票 栗　田　隆　義 （45） 自　民　元 満 濃 町 ②
3,143 票 小　山　直　樹 （41） 共　産　新 琴 南 町

　　　（仲多度郡第一選挙区＝欠員１、候補者２）

◇…香川県議会議員補欠選挙…◇

平成10 年 8月30日執行（○の数字は当選回数）
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各種選挙（知事選挙）

　
平
成
七
年
四
月
か
ら
十
五
年
三
月
ま
で
、
県
議
会
議
員
の
死
去
や
辞
職
な
ど
に

伴
う
補
欠
選
挙
は
、
知
事
選
挙
と
合
わ
せ
て
十
年
八
月
に
丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、

仲
多
度
郡
第
一
の
三
選
挙
区
、十
四
年
八
月
に
は
善
通
寺
市
選
挙
区
で
行
わ
れ
た
。

　【
十
年
八
月
補
選
】　
参
議
院
議
員
選
挙
（
香
川
選
挙
区
）
に
立
候
補
し
た
山
内

俊
夫
議
員
（
自
民
）
の
辞
職
を
受
け
た
丸
亀
市
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
（
欠
員
一
）

に
は
、
保
守
系
無
所
属
の
大
林
建
夫
氏
、
山
田
正
芳
氏
の
ほ
か
、
連
合
香
川
の
推

薦
を
受
け
た
梶　
正
治
氏
が
立
ち
、無
所
属
新
人
に
よ
る
争
い
と
な
っ
た
。
大
林
、

山
田
両
氏
は
と
も
に
自
民
党
系
で
県
議
選
へ
の
挑
戦
は
初
め
て
。
保
守
層
を
二
分

す
る
戦
い
に
加
え
、
自
民
に
よ
る
三
議
席
独
占
阻
止
を
掲
げ
る
梶
氏
が
絡
み
合
っ

た
が
、
山
田
正
芳
氏
が
粘
り
強
く
支
持
を
広
げ
て
初
陣
を
制
し
た
。

　
辻
村　
衛
議
員
（
自
民
）
の
死
去
に
伴
う
善
通
寺
市
選
挙
区
（
欠
員
一
）
と
、

都
村
忠
弘
議
員（
自
民
）の
辞
職
を
受
け
た
仲
多
度
郡
第
一
選
挙
区（
欠
員
一
）は
、

両
選
挙
区
と
も
自
共
対
決
の
構
図
と
な
っ
た
。
善
通
寺
市
選
挙
区
は
、
死
去
し
た

辻
村
議
員
の
長
男
の
辻
村　
修
氏
（
自
新
）
が
大
差
で
当
選
。
仲
多
度
郡
第
一
選

挙
区
は
、
七
年
四
月
の
県
議
選
で
惜
敗
し
た
栗
田
隆
義
氏
（
自
元
）
が
地
元
票
を

手
堅
く
ま
と
め
て
返
り
咲
い
た
。

　【
十
四
年
八
月
補
選
】　
櫛󠄁
田
治
夫
議
員
（
社
民
）
の
死
去
を
受
け
た
善
通
寺
市

選
挙
区
の
補
欠
選
挙
（
欠
員
一
）
は
八
月
十
六
日
告
示
さ
れ
、
元
善
通
寺
市
議
の

高
田
良
徳
氏
（
社
民
新
）
以
外
に
届
け
出
は
な
く
、
高
田
氏
が
無
投
票
で
初
の
議

席
を
得
た
。

　
候
補
者
選
考
を
め
ぐ
る
自
民
党
県
連
の
混
乱
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
平
成
十
年

八
月
の
知
事
選
挙
に
は
、
元
コ
ー
プ
香
川
専
務
理
事
の
多
田
羅
譲
治
氏
（
無
新
）、

弁
護
士
の
生
田
暉
雄
氏（
無
新
）、前
国
際
協
力
事
業
団
副
総
裁
の
真
鍋
武
紀
氏（
無

新
＝
自
民
、
民
主
、
自
由
、
社
民
推
薦
、
公
明
支
持
）、
香
川
医
療
生
協
理
事
長

の
二
宮　
正
氏
（
無
新
＝
共
産
推
薦
）
が
出
馬
、
多
く
の
党
・
団
体
の
推
薦
、
支

持
を
バ
ッ
ク
に
、
平
井
県
政
の
継
承
を
訴
え
た
真
鍋
氏
が
大
差
で
制
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
二
十
一
世
紀
の
香
川
の
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
だ
っ

た
。
選
挙
期
間
中
に
は
、
有
権
者
の
政
治
に
対
す
る
関
心
と
投
票
率
ア
ッ
プ
を
狙

い
、
香
川
大
学
生
ら
が
企
画
、
立
候
補
者
が
主
催
す
る
〈
合
同
個
人
演
説
会
〉
が

三
木
町
で
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
県
下
の
平
均
投
票
率
は
三
九・
三
一
％
で
前

回
選
挙
を
二・
四
一
㌽
上
回
っ
た
も
の
の
、
知
事
選
で
初
の
新
人
四
氏
に
よ
る
選

挙
戦
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
回
連
続
し
て
三
〇
％
台
と
伸
び
悩
ん
だ
。

　

無
所
属
で
出
馬
表
明
し
た
真
鍋
氏
は
、
告
示
前
か
ら
農
業
・
漁
業
団
体
、
出

身
高
校
の
同
窓
生
ら
へ
の
地
道
な
働
き
か
け
を
続
け
た
。
そ
う
し
た
中
、
六
月

二
十
九
日
に
は
、
県
内
五
市
の
保
守
系
議
員
協
議
会
が
真
鍋
氏
を
支
持
す
る
決
議

文
を
採
択
、
自
民
党
の
加
藤
紘
一
幹
事
長
も
候
補
者
の
一
本
化
を
自
民
党
県
連
に

要
請
し
た
の
を
受
け
、
告
示
直
前
の
七
月
二
十
八
日
に
真
鍋
氏
は
自
民
、
民
主
、

自
由
、
社
民
の
四
党
並
び
に
連
合
香
川
と
の
間
で
政
策
協
定
を
締
結
、
そ
の
後
、

公
明
も
支
持
の
形
で
加
わ
り
、
最
終
的
に
は
五
党
相
乗
り
と
な
っ
た
。　

　
　
　
◆
補
　
欠
　
選
　
挙
◆

　
　

第
二
節
　
知
事
選
挙

　
　
　
新
人
四
氏
出
馬
、
真
鍋
氏
が
当
選

　
　
　
　
　
自
民
、
社
民
な
ど
五
党
相
乗
り
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県
議
会
自
民
党
議
員
会
の
分
裂
と
い
う
後
遺
症
は
あ
っ
た
が
、
真
鍋
氏
は
脱
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
徹
し
て
平
井
県
政
の
継
承
と
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な
対
応
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
。
共
産
を
除
く
多
党
相
乗
り
の
強
み
を
生
か
し
、
県
内
四
十
三
市
町

す
べ
て
を
制
し
て
初
陣
に
花
を
添
え
た
。

　
行
政
の
説
明
責
任
と
県
民
本
位
の
政
治
へ
の
転
換
を
訴
え
た
の
は
多
田
羅
氏
。

既
成
政
党
に
頼
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
軸
に
し
た
草
の
根
選
挙
で
地
元
坂
出
市

な
ど
を
中
心
に
既
成
政
党
へ
の
批
判
票
を
取
り
込
ん
だ
も
の
の
及
ば
な
か
っ
た
。

　
共
産
推
薦
の
二
宮
氏
は
、
十
二
年
ぶ
り
の
革
新
県
政
実
現
に
向
け
て
組
織
を
挙

げ
て
戦
い
に
挑
ん
だ
。
し
か
し
、
得
票
数
は
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
同
党
公

認
候
補
が
獲
得
し
た
票
の
四
五
％
に
と
ど
ま
り
、
追
い
風
ム
ー
ド
を
生
か
し
き
れ

な
か
っ
た
。
元
裁
判
官
の
生
田
氏
は
、
公
正
な
県
政
づ
く
り
を
掲
げ
、
街
頭
演
説

を
中
心
と
し
て
支
持
の
拡
大
を
図
っ
た
が
浸
透
で
き
な
か
っ
た
。

　
十
四
年
初
頭
の
県
行
政
は
、
預
け
金
問
題
や
牛
肉
の
産
地
偽
装
、
認
可
外
保
育　

所
で
の
園
児
死
亡
事
件
な
ど
、
行
政
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
事
案
が
相
次
い
だ
。

　
こ
う
し
た
情
勢
下
、
任
期
満
了
に
伴
う
知
事
選
は
八
月
八
日
に
告
示
さ
れ
た
。

出
馬
し
た
の
は
、
会
社
社
長
の
佐
佐
木
ア
シ
ュ
フ
ァ
麻
コ
氏
（
無
新
）、
再
選
を

目
指
す
真
鍋
武
紀
氏
（
無
現
＝
自
民
、
民
主
、
公
明
、
保
守
推
薦
）、
前
回
に
続

く
挑
戦
と
な
る
雑
誌
編
集
長
の
多
田
羅
譲
治
氏
（
無
新
）
の
三
人
だ
っ
た
。

　
真
鍋
氏
の
動
き
は
速
か
っ
た
。
十
三
年
十
一
月
定
例
会
で
再
出
馬
を
正
式
に
表

明
、
十
四
年
五
月
に
は
自
民
党
県
連
の
ほ
か
、
前
回
は
支
持
に
と
ど
ま
っ
た
公
明

が
推
薦
を
決
定
、
七
月
に
入
り
民
主
党
県
連
、
告
示
直
前
に
は
保
守
党
も
推
薦
を

決
め
た
。
だ
が
、
前
回
選
挙
で
推
薦
母
体
と
な
っ
た
社
民
党
県
連
は
、
高
齢
者
医

療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
や
県
の
出
先
機
関
統
廃
合
、
職
員
削
減
な
ど
の
行
財
政

改
革
に
反
発
、
独
自
候
補
の
擁
立
も
検
討
し
た
が
実
現
せ
ず
、
連
合
香
川
と
と
も

に
自
主
投
票
と
な
っ
た
。
知
事
選
に
お
け
る
社
民
の
自
主
投
票
は
、
社
会
党
時
代

の
昭
和
四
十
五
年
以
来
三
十
二
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

　
多
党
相
乗
り
の
構
図
は
前
回
の
知
事
選
挙
と
は
異
な
っ
た
が
、
真
鍋
氏
は
万
全

の
強
み
を
発
揮
し
た
。
選
挙
戦
で
は
、
豊
島
産
廃
の
公
害
調
停
成
立
や
行
財
政
改

革
の
推
進
な
ど
の
実
績
を
前
面
に
、
環
境
に
優
し
い
県
土
づ
く
り
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
県
内
全
市
町
で
手
堅
く
票
を
積
み
上
げ
て
二
十
万
票
を
突
破
、
前
回
選
挙

を
約
二
万
九
千
票
上
回
り
、
再
選
を
果
た
し
た
。

　
多
田
羅
氏
は
、
告
示
一
カ
月
前
の
七
月
八
日
に
出
馬
を
正
式
表
明
。
前
回
選
挙

と
同
様
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
カ
ン
パ
に
よ
る
市
民
型
選
挙
を
展
開
す
る
一
方
、

県
労
連
や
共
産
党
県
委
員
会
な
ど
で
構
成
す
る
〈
明
る
い
民
主
県
政
を
き
ず
く
県

連
絡
会
議
〉
の
推
薦
と
、
自
主
投
票
を
決
め
た
社
民
党
系
県
議
有
志
に
よ
る
勝
手

連
的
な
支
援
も
受
け
て
支
持
の
輪
を
広
げ
た
。
得
票
数
は
前
回
を
約
二
万
票
上

回
っ
た
も
の
の
、
無
党
派
旋
風
は
吹
か
な
か
っ
た
。

　
知
事
選
初
挑
戦
の
佐
佐
木
氏
は
、
預
け
金
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
県
行
政
の
立
て

直
し
と
と
も
に
、
豊
島
産
廃
の
早
期
処
理
な
ど
を
公
約
に
街
頭
演
説
な
ど
で
支
持

を
訴
え
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

　
県
の
平
均
投
票
率
は
三
六・
五
〇
％
（
前
回
選
挙
比
二・
八
一
㌽
減
）
と
な
り
、

五
回
連
続
し
て
四
〇
％
台
を
下
回
る
な
ど
低
落
化
傾
向
に
歯
止
め
は
か
か
ら
な

か
っ
た
。

　
　
　
真
鍋
氏
が
大
差
で
再
選

　
　
　
　
　
社
民
、
三
十
二
年
ぶ
り
自
主
投
票
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各種選挙（知事選挙）

香川県知事選挙〔〇の数字は当選回数〕

平成10 年 8月30日執行
当 174,603 票 真　鍋　武　紀 （58） 無所属　新 高 松 市 ①

55,933 票 多田羅　譲　治 （48） 無所属　新 坂 出 市
42,131 票 二　宮　　　正 （66） 無所属　新 香 川 郡
35,019 票 生　田　暉　雄 （56） 無所属　新 高 松 市

平成14 年 8月25日執行
当 203,747 票 真　鍋　武　紀 （62） 無所属　現 高 松 市 ②

77,527 票 多田羅　譲　治 （52） 無所属　新 坂 出 市
11,541 票 佐佐木アシュファ　麻コ （35） 無所属　新 高 松 市
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昭和 22 年 4 月 5 日
当 134,709 票 増　原　恵　吉 （45） 無所属　新 高 松 市 ①

109,917 票 大　西　一　郎 （61） 無所属　新 東 京 都
65,479 票 大　林  千太郎 （59） 社　会　新 綾 歌 郡
43,311 票 森  　　常太郎 （56） 諸　派　新 高 松 市

昭和 25 年 9 月 11 日
当 228,787 票 金　子　正　則 （43） 自　由　新 高 松 市 ①

151,077 票 阿　河　準　一 （42） 無所属　新 高 松 市
13,596 票 中　 岡　　  要 （38） 無所属　新 仲多度郡

昭和 29 年 9 月 5 日
当 272,050 票 金　子　正　則 （47） 自　由　現 高 松 市 ②

34,518 票 清　水　省　三 （51） 共　産　新 高 松 市
昭和 33 年 8 月 9 日（告示日）金 子 正 則 （51） （無投票当選） ③
昭和 37 年 9 月 2 日
当 224,621 票 金　子　正　則 （55） 自　民　現 高 松 市 ④

50,468 票 三　 好　　　 始 （46） 無所属　新 綾 歌 郡
21,172 票 下　川　行　夫 （40） 共　産　新 高 松 市

昭和 41 年 8 月 28 日
当 242,314 票 金　子　正　則 （59） 自　民　現 高 松 市 ⑤

147,344 票 川　下　延　次 （53） 社　会　新 善通寺市
昭和 45 年 8 月 30 日
当 227,749 票 金　子　正　則 （63） 自　民　現 高 松 市 ⑥

64,241 票 平　田　清　臣 （55） 共　産　新 高 松 市
昭和 49 年 8 月 25 日
当 280,733 票 前　川　忠　夫 （65） 無所属　新 高 松 市 ①

192,648 票 金　子　正　則 （67） 自　民　現 高 松 市

1,911 票 前　 河　　　 貢 （32） 国家社会主
義労働党 新 高 松 市

402 票 中　 岡　　　 要 （62） 無所属　新 川 崎 市
昭和 53 年 8 月 27 日
当 305,163 票 前　川　忠　夫 （69） 無所属　現 高 松 市 ②

263,520 票 大　野　功　統 （42） 自　民　新 高 松 市
昭和 57 年 8 月 29 日
当 303,286 票 前　川　忠　夫 （73） 無所属　現 高 松 市 ③

236,257 票 前　田　敬　二 （65） 無所属　新 三 豊 郡
昭和 61 年 8 月 31 日
当 208,213 票 平　井　城　一 （63） 無所属　新 高 松 市 ①

6,314 票 阿　 部　　　 孝 （60） 無所属　新 香 川 郡
平成 2 年 8 月 26 日
当 229,661 票 平　井　城　一 （67） 無所属　現 高 松 市 ②

30,560 票 田 村 守 男 （40） 共　産　新 高 松 市
平成 6 年 8 月 28 日
当 224,286 票 平　井　城　一 （71） 無所属　現 高 松 市 ③

59,626 票 梶　　 義 照 （53） 無所属　新 高 松 市

＜戦後の香川県知事選挙の結果＞（年月日は投票日）
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平
成
七
年
四
月
か
ら
の
八
年
間
、
高
松
、
丸
亀
の
両
市
長
選
が
統
一
地
方
選
挙

と
し
て
施
行
さ
れ
た
ほ
か
、
坂
出
、
善
通
寺
、
観
音
寺
の
三
市
と
十
四
年
四
月
に

県
内
六
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
た
〈
さ
ぬ
き
市
〉
で
初
め
て
の
市
長
選
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
う
ち
、
丸
亀
市
長
選
は
七
年
と
十
一
年
、
善
通
寺
市
長
選
は
十
年
、

十
四
年
と
連
続
し
て
現
職
が
無
投
票
で
当
選
を
決
め
た
。
ま
た
、
十
一
年
四
月
の

高
松
市
長
選
も
現
職
以
外
に
立
候
補
者
が
な
く
、
昭
和
二
十
六
年
以
来
四
十
八
年

ぶ
り
に
無
投
票
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
一
年
五
月
の
観
音
寺
市
長
選
も
、
昭
和

五
十
四
年
以
来
二
十
年
ぶ
り
に
無
投
票
に
終
わ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
て

学
識
経
験
者
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
は
、
投
票
率
の
低
迷
と
と
も
に
、〈
投
票

も
な
い
信
任
〉
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
七
年
四
月
の
市
長
選
挙
は
、
無
所
属
新
人
同
士
の
争
い
。
前
高
松
市
助
役
の
増

田
昌
三
氏
（
無
新
＝
自
民
、
共
産
推
薦
）
と
前
県
議
の
藤
本
哲
夫
氏
（
無
新
＝
新

進
、
社
会
、
さ
き
が
け
推
薦
）
の
異
例
の
対
決
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
が
、
増

田
氏
が
、
自
共
共
闘
批
判
を
か
わ
し
て
初
当
選
を
果
た
し
た
。

　
市
長
選
に
立
候
補
し
た
の
は
、
増
田
、
藤
本
両
氏
の
ほ
か
、
政
治
団
体
代
表
の

鹿
島
日
出
喜
氏
（
無
新
）、
会
社
経
営
の
太
田
英
章
氏
（
無
新
）
の
四
人
。

　
増
田
氏
は
、
六
年
十
二
月
に
高
松
市
助
役
を
退
任
し
て
出
馬
を
表
明
。
脇
市
長

の
後
継
を
掲
げ
、
自
民
、
共
産
両
党
と
市
議
会
最
大
会
派
の
同
志
会
な
ど
の
推
薦

を
取
り
つ
け
、
選
挙
戦
に
挑
ん
だ
。

　
自
共
相
乗
り
の
構
図
に
批
判
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
増
田
氏
は
選
挙
戦
で
三
十
年

間
の
行
政
経
験
と
脇
市
政
の
安
定
的
継
続
な
ど
を
訴
え
、
保
守
層
や
共
産
の
固
定

票
を
手
堅
く
ま
と
め
、自
主
投
票
の
公
明
支
持
者
や
無
党
派
層
の
票
も
取
り
込
み
、

藤
本
氏
に
約
二
万
二
千
票
差
を
つ
け
て
圧
勝
し
た
。

　
藤
本
氏
は
六
年
十
月
、
社
会
党
を
離
党
し
て
無
所
属
で
の
出
馬
を
表
明
。〈
脇

市
政
か
ら
の
脱
却
〉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
参
加
の
市
政
、
市
役
所
改
革
な
ど

を
掲
げ
て
挑
ん
だ
が
、
社
会
、
連
合
を
軸
と
し
た
従
来
型
の
組
織
依
存
型
選
挙
か

ら
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
支
持
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
脇
市
政
時
代
に
続
き
、
四
度
目
の
市
長
選
挑
戦
と
な
っ
た
太
田
氏
は
、
市
民
党

の
立
場
で
市
政
改
革
を
訴
え
る
草
の
根
選
挙
に
徹
し
た
。
知
名
度
も
高
く
、
一
部

保
守
層
の
票
を
取
り
込
む
な
ど
健
闘
し
た
が
、
組
織
の
厚
い
壁
を
崩
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
鹿
島
氏
は
、
街
頭
活
動
を
中
心
に
独
自
の
戦
い
を
挑
ん
だ
。

　　
中
核
市
移
行
後
初
め
て
の
市
長
選
は
十
一
年
四
月
十
八
日
に
告
示
さ
れ
、
増
田

昌
三
氏
（
無
現
）
以
外
に
届
け
出
は
な
く
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
た
。

　
全
国
的
に
異
例
の
自
民
、
共
産
両
党
の
推
薦
を
受
け
て
七
年
四
月
に
市
長
ポ
ス

ト
に
就
い
た
増
田
氏
は
十
年
九
月
に
再
出
馬
を
表
明
。
前
回
選
挙
と
は
ス
タ
ン
ス

を
変
え
、
ど
の
既
成
政
党
か
ら
も
推
薦
を
受
け
な
い
市
民
党
の
立
場
で
臨
む
考
え

を
示
し
た
う
え
で
、
議
会
対
策
と
し
て
市
議
会
全
会
派
に
推
薦
を
申
し
入
れ
た
。

要
請
を
受
け
た
会
派
の
う
ち
保
守
系
の
同
志
会
が
政
策
協
定
を
結
ん
だ
が
、
前
回

選
挙
で
推
薦
し
た
共
産
は
「
開
発
優
先
の
姿
勢
が
目
立
つ
」
と
反
発
、
脇
前
市
長

　
　

第
三
節
　
市
長
選
挙

　
　
　

自
共
推
薦
の
増
田
氏
当
選

　
　
　
◇
◇
高
松
市
長
選
◇
◇

　
　
　

四
十
八
年
ぶ
り
無
投
票
、
増
田
氏
再
選
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時
代
か
ら
七
期
二
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
市
長
与
党
か
ら
野
党
に
転
じ
た

も
の
の
、
独
自
候
補
の
擁
立
は
断
念
し
た
。
ま
た
、
社
民
、
民
主
系
議
員
ら
で
組

織
す
る
〈
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
〉
と
公
明
の
両
会
派
も
、
会
派
と
し
て
の
推
薦
は

見
送
っ
た
。

　
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
た
増
田
氏
は
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
の
早
期
完
成
と
と

も
に
、
周
辺
自
治
体
と
の
合
併
に
よ
る
〈
五
十
万
都
市
構
想
〉
の
実
現
に
独
自
色

を
出
し
て
取
り
組
む
と
の
決
意
を
示
し
た
。

　
新
人
同
士
の
接
戦
を
制
し
て
平
成
三
年
四
月
に
県
議
会
議
員
か
ら
市
長
ポ
ス
ト

に
転
じ
た
片
山
圭
之
氏
（
無
現
）
に
と
っ
て
、
一
期
四
年
間
の
行
政
手
腕
を
問
う

選
挙
は
七
年
四
月
に
告
示
さ
れ
た
。
片
山
氏
は
、
県
議
時
代
に
培
っ
た
太
い
パ
イ

プ
と
企
画
力
を
生
か
し
て
四
年
間
に
わ
た
っ
て
市
政
を
運
営
。
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
中
讃
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
機
能
整
備
と
と
も
に
、
文
化
、
福
祉
、
教
育
の

充
実
な
ど
の
施
策
も
評
価
さ
れ
、
無
投
票
で
の
再
選
が
決
ま
っ
た
。

　
現
職
の
片
山
圭
之
氏
が
、
十
年
十
二
月
に
三
選
出
馬
を
正
式
に
表
明
。
過
去
二

回
は
自
民
の
推
薦
を
受
け
て
の
出
馬
だ
っ
た
が
、今
回
は
「
党
派
に
と
ら
わ
れ
ず
、

広
く
住
民
の
声
を
聞
き
た
い
」
と
し
て
自
民
へ
の
推
薦
依
頼
は
行
わ
ず
、
ご
み
焼

却
施
設
〈
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
丸
亀
〉
の
整
備
な
ど
八
年
間
の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
市
民
党
の
立
場
を
強
調
し
た
。
当
初
は
、
前
年
夏
の
県
議
補
選
に
絡

ん
で
対
立
候
補
擁
立
の
動
き
が
あ
っ
た
が
、
片
山
氏
が
無
投
票
で
三
選
を
果
た
し

た
。
丸
亀
市
長
選
の
二
期
連
続
無
投
票
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　
三
選
さ
れ
た
片
山
氏
は
、
厳
し
い
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
ハ
コ
物
行
政
か
ら
脱

皮
し
て
ソ
フ
ト
面
重
視
の
施
策
を
推
進
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

平
成
五
年
の
前
回
選
挙
で
無
投
票
だ
っ
た
松
浦
稔
明
氏
（
無
現
）
が
九
年
五

月
、
八
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
の
結
果
、
共
産
党
県
委
員
会
副
委
員
長
の
野
角
満
昭

氏
（
共
新
）、
保
険
代
理
店
経
営
の
筒
井
勝
雄
氏
（
無
新
）
の
挑
戦
を
退
け
三
選

を
果
た
し
た
。
投
票
率
は
四
七・
〇
七
％
。
松
浦
氏
が
初
当
選
し
た
八
年
前
の

七
六・四
三
％
を
大
幅
に
下
回
り
、
同
市
長
選
で
は
ワ
ー
ス
ト
三
位
だ
っ
た
。

　
松
浦
氏
は
、〈
市
民
優
先
、市
民
公
平
〉を
基
本
理
念
に
、市
民
党
の
立
場
を
掲
げ
、

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
財
政
安
定
化
の
た
め
の
企
業
誘
致
、
坂
出

駅
前
周
辺
整
備
事
業
の
推
進
な
ど
を
訴
え
た
。
人
口
減
少
や
中
心
市
街
地
の
低
迷

な
ど
を
踏
ま
え
て
市
政
の
変
革
を
訴
え
た
初
挑
戦
の
野
角
氏
は
、
立
ち
遅
れ
か
ら

浸
透
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
筒
井
氏
も
、
草
の
根
選
挙
で
独
自
の
戦
い

を
挑
ん
だ
が
届
か
な
か
っ
た
。

　
十
三
年
五
月
十
三
日
に
投
、
開
票
が
行
わ
れ
、
松
浦
稔
明
氏
（
無
現
）
が
、
い

　
　
　

片
山
氏
が
無
投
票
再
選

　
　
　
◇
◇
丸
亀
市
長
選
◇
◇

　
　
　

連
続
無
投
票
は
市
政
初

　
　
　

八
年
ぶ
り
選
挙
戦
、
松
浦
氏
三
選

　
　
　
◇
◇
坂
出
市
長
選
◇
◇

　
　
　

現
職
の
松
浦
氏
四
選
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ず
れ
も
無
所
属
新
人
の
水
尾
一
二
氏
、
細
川
雅
生
氏
に
圧
勝
し
て
四
選
を
果
た
し

た
。

　
選
挙
戦
で
松
浦
氏
は
、
小
学
校
単
位
で
組
織
し
た
後
援
会
で
の
集
会
や
企
業
訪

問
で
支
持
基
盤
を
固
め
、
三
期
十
二
年
の
実
績
と
と
も
に
、
坂
出
駅
南
で
の
土
地

区
画
整
理
事
業
な
ど
中
心
市
街
地
の
活
性
化
策
を
訴
え
た
ほ
か
、
下
水
道
整
備
に

も
重
点
を
置
く
考
え
を
示
し
て
支
持
を
広
げ
た
。
新
顔
二
人
の
う
ち
細
川
氏
は
街

頭
活
動
を
し
な
か
っ
た
が
、
水
尾
氏
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
と
も
に
市
制
の
刷

新
な
ど
を
地
道
に
呼
び
掛
け
た
が
、
訴
え
は
実
ら
な
か
っ
た
。

　　
十
四
年
四
月
に
県
内
六
番
目
に
市
制
施
行
し
た
さ
ぬ
き
市
の
市
長
選
挙
は
、
同

年
五
月
十
三
日
に
投
、
開
票
が
行
わ
れ
、
前
志
度
町
長
の
赤
澤
申
也
氏
（
無
新
）

が
初
代
市
長
に
就
任
し
た
。

　
初
め
て
の
市
長
選
に
は
、
赤
澤
氏
の
ほ
か
に
十
川
昭
五
氏
（
無
新
）、
広
瀬
正

美
氏
（
無
新
）、
新
田
秀
雄
氏
（
無
新
）
が
立
候
補
、
十
川
氏
は
前
大
川
町
長
、

広
瀬
氏
は
前
寒
川
町
長
、
新
田
氏
は
志
度
町
議
会
副
議
長
を
務
め
て
お
り
、
選
挙

戦
は
旧
町
対
決
の
構
図
と
な
っ
た
。

　
赤
澤
氏
は
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
や
小
学
校
区
ご
と
に
福
祉
の
拠
点
施
設
整
備

な
ど
を
公
約
に
、
新
庁
舎
の
建
設
で
は
審
議
会
を
組
織
し
て
検
討
を
進
め
る
考
え

を
示
唆
、
旧
志
度
町
の
有
権
者
は
全
市
の
約
四
割
を
占
め
る
と
い
う
数
的
優
位
も

追
い
風
と
な
っ
た
。
大
川
町
長
を
四
期
務
め
た
十
川
氏
は
、
前
長
尾
町
長
、
津
田

町
長
ら
の
支
援
を
受
け
た
が
浸
透
せ
ず
、
広
瀬
氏
、
新
田
氏
も
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

医
療
や
地
域
福
祉
の
充
実
な
ど
を
訴
え
た
が
、
支
持
の
輪
を
他
町
へ
広
げ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
が
七
年
六
月
に
行
わ
れ
、
県
議
会
議
員
か
ら
転
身
し

た
白
川
晴
司
氏
（
無
新
）
と
今
津
禮
二
郎
氏
（
無
現
）
の
一
騎
打
ち
と
な
り
、
白

川
氏
が
約
九
千
票
の
差
を
つ
け
て
初
当
選
し
た
。

　
白
川
氏
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
県
議
会
議
員
に
初
当
選
し
た
が
、
地
元
で

あ
る
観
音
寺
市
政
の
長
引
く
混
乱
を
憂
慮
し
て
二
期
八
年
で
勇
退
、
市
政
の
刷
新

と
財
政
立
て
直
し
な
ど
を
公
約
に
、
七
年
一
月
に
市
長
選
へ
の
出
馬
を
正
式
表
明

し
た
。

　
選
挙
戦
で
は
、「
最
重
要
課
題
は
財
政
再
建
」
と
訴
え
た
う
え
で
、
三
豊
干
拓

地
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
や
観
音
寺
新
港
の
整
備
、
建
設
残
土
に
よ
る
埋
め
立
て

事
業
な
ど
の
構
想
を
ア
ピ
ー
ル
。
加
え
て
、
観
音
寺
の
ソ
フ
ト
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

〈
音
を
観
る
街
〉
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
文
化
都
市
づ
く
り
構
想
に
も

意
欲
を
の
ぞ
か
せ
、
世
代
を
超
え
て
支
持
の
輪
を
広
げ
た
。

　
今
津
氏
は
、
前
市
長
と
の
一
騎
打
ち
を
制
し
て
三
年
一
月
に
市
長
に
就
任
。
し

か
し
、
議
会
の
不
信
任
決
議
に
よ
っ
て
在
任
九
十
七
日
間
で
失
職
、
混
戦
も
よ
う

と
な
っ
た
出
直
し
選
挙
で
再
び
市
長
職
に
返
り
咲
き
、
六
年
十
二
月
定
例
会
で
出

馬
を
表
明
し
て
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
が
、
三
選
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　
　
　
赤
澤
氏
が
初
代
市
長
に

　
　
　
◇
◇
さ
ぬ
き
市
長
選
◇
◇

　
　
　
白
川
氏
、
現
職
破
り
当
選

　
　
　
◇
◇
観
音
寺
市
長
選
◇
◇
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観
音
寺
市
初
の
市
長
・
市
議
ダ
ブ
ル
選
挙
と
し
て
十
一
年
五
月
二
十
三
日
に
告

示
さ
れ
た
。
市
長
選
に
は
、
再
選
を
目
指
す
白
川
晴
司
氏
（
無
現
）
以
外
に
届
け

出
は
な
く
、
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
た
。
同
市
に
と
っ
て
は
、
昭
和
五
十
四
年

以
来
二
十
四
年
ぶ
り
の
無
投
票
だ
っ
た
。

　
再
挑
戦
に
当
た
っ
て
白
川
氏
は
、
政
党
の
公
認
、
推
薦
を
受
け
な
い
市
民
党
と

し
て
の
立
場
を
強
調
し
た
う
え
で
、
競
輪
事
業
の
急
激
な
落
ち
込
み
な
ど
か
ら
厳

し
さ
を
増
す
財
政
運
営
の
抜
本
的
な
改
革
な
ど
一
期
四
年
の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
、

〈
や
さ
し
さ
と
元
気
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
〉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
支
援
の
輪
を

広
げ
た
。
無
投
票
で
再
選
を
決
め
た
白
川
氏
は
、
競
輪
事
業
か
ら
脱
却
し
た
財
政

の
実
現
や
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
、
老
朽
化
し
た
火
葬
場
の
建
設
な
ど
に
鋭
意

取
り
組
む
と
の
方
針
を
示
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
十
年
四
月
十
二
日
に
告
示
さ
れ
、
宮
下　
裕
氏
（
無
現
）
以

外
に
届
け
出
は
な
く
、
無
投
票
で
再
選
が
決
ま
っ
た
。
同
市
長
選
の
無
投
票
は
八

年
ぶ
り
。

　
宮
下
氏
は
、
九
年
九
月
定
例
会
で
早
々
と
再
出
馬
を
表
明
、
二
期
目
の
公
約
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
都
市
の
創
造
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
在
宅
介
護
の
完

全
実
施
な
ど
を
掲
げ
た
。
し
か
し
、
前
回
の
保
守
同
士
の
激
し
い
戦
い
と
は
対
照

的
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
や
下
水
道
整
備
な
ど
一
期
四
年
間
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、
無
投
票
の
公
算
が
当
初
か
ら
強
か
っ
た
。

　
十
四
年
四
月
十
四
日
の
告
示
日
に
三
選
を
目
指
す
宮
下　
裕
氏
（
無
現
）
以
外

に
立
候
補
者
は
な
く
、
宮
下
氏
が
三
選
を
果
た
し
た
。
同
市
長
選
で
の
二
期
連
続

無
投
票
は
、
昭
和
二
十
九
年
の
市
制
施
行
後
で
初
め
て
だ
っ
た
。

　
宮
下
氏
は
、
十
三
年
十
二
月
定
例
会
で
出
馬
を
正
式
に
表
明
。
十
四
年
三
月
に

は
、
自
民
党
善
通
寺
支
部
が
宮
下
氏
の
支
持
を
決
め
た
。
三
選
を
果
た
し
た
宮
下

氏
は
、
二
期
八
年
間
で
手
掛
け
た
職
員
定
数
の
削
減
に
よ
る
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
や
社
会
基
盤
整
備
な
ど
に
向
け
、
一
層
の
行
政
の
効
率
化
を
目
指
す
考
え
を
示

す
と
と
も
に
、
市
の
将
来
像
と
し
て
〈
快
適
な
居
住
空
間
の
創
造
〉
を
挙
げ
、
教

育
環
境
や
農
地
環
境
の
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
を
示
し
た
。

　
　
　
白
川
氏
が
無
投
票
再
選

　
　
　
八
年
ぶ
り
に
無
投
票

　
　
　
◇
◇
善
通
寺
市
長
選
◇
◇

　
　
　
宮
下
氏
、
二
期
連
続
無
投
票
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各種選挙（市長選挙）

市　長　選　挙

高松市長選挙
平成 7 年 4 月 23 日
当 76,505 票 増　田　昌　三（52） 無所属　新 ①

54,429 票 藤　本　哲　夫（51） 無所属　新
13,290 票 太　田　英　章（62） 無所属　新
1,610 票 鹿　島　日出喜（50） 無所属　新

平成11年4月18日（告示日）　 増　田　昌　三（56） （無投票当選） ②

さぬき市長選挙
平成 14 年 5 月 12 日
当 14,315 票 赤　澤　申　也（54） 無所属　新 ①

10,563 票 十　川　昭　五（71） 無所属　新
7,077 票 広　瀬　正　美（65） 無所属　新
1,575 票 新　田　秀　雄（64） 無所属　新

観音寺市長選挙
平成 7 年 6 月 4 日
当 16,854 票 白　川　晴　司（49） 無所属　新 ①

7,879 票 今　津　禮二郎（61） 無所属　現
平成11年5月23日（告示日） 白　川　晴　司（53） （無投票当選） ②

坂出市長選挙
平成 9 年 5 月 18 日
当 17,409 票 松　浦　稔　明（58） 無所属　現 ③

4,245 票 野　角　満　昭（53） 共　産　新
1,014 票 筒　井　勝　雄（52） 無所属　新

平成 13 年 5 月 13 日
当 17,362 票 松　浦　稔　明（62） 無所属　現 ④

6,876 票 水　尾　一　二（54） 無所属　新
314 票 細　川　雅　生（47） 無所属　新

平成 7 年 4 月 16 日 （告示日）　 片　山　圭　之（53） （無投票当選） ②
平成11年4月18日（告示日） 片　山　圭　之（57） （無投票当選） ③

丸亀市長選挙

平成10年4月12日（告示日）　 宮　 下　　　 裕（61） （無投票当選） ②
平成14年4月14日（告示日） 宮　 下　　　 裕（65） （無投票当選） ③

善通寺市長選挙

年月日は投票日
〇の数字は当選回数
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平
成
七
年
四
月
か
ら
十
五
年
三
月
ま
で
の
八
年
間
で
、
衆
参
合
わ
せ
て
五
回
の

国
政
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

　
〈
五
十
五
年
体
制
〉
崩
壊
に
伴
う
連
立
政
権
下
、
八
年
十
月
の
第
四
十
一
回
総

選
挙
で
は
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
森
政

権
下
の
十
二
年
六
月
総
選
挙
で
は
、
自
公
保
の
連
立
与
党
が
六
十
議
席
減
ら
し
た

も
の
の
安
定
多
数
を
確
保
し
た
一
方
、
新
進
党
解
党
後
に
創
設
さ
れ
た
新
党
の
民

主
党
が
百
二
十
四
議
席
を
確
保
し
て
野
党
第
一
党
と
な
っ
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
七
年
七
月
の
第
十
七
回
参
院
選
で
は
、
自
社
さ
の
村
山

政
権
与
党
が
過
半
数
を
維
持
し
た
も
の
の
、
社
会
は
過
去
最
低
の
十
六
議
席
し
か

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
民
単
独
の
橋
本
政
権
下
で
の
第
十
八
回
参
院
選

で
は
自
民
が
大
敗
を
喫
し
、
橋
本
首
相
が
責
任
を
取
っ
て
退
陣
。
一
方
で
、
新
党

の
民
主
と
と
も
に
共
産
も
躍
進
。
十
三
年
七
月
の
第
十
九
回
参
院
選
は
、
小
泉
人

気
に
乗
っ
た
自
民
が
都
市
部
で
も
票
を
伸
ば
し
、
選
挙
区
、
比
例
区
合
わ
せ
て

六
十
五
議
席
を
獲
得
、非
改
選
の
四
十
六
議
席
と
合
わ
せ
て
百
十
一
議
席
と
な
り
、

連
立
を
組
む
公
明
、
保
守
と
合
わ
せ
て
百
四
十
議
席
と
な
っ
た
。

　
国
政
レ
ベ
ル
で
の
政
界
再
編
の
動
き
は
、
県
内
の
政
情
に
も
一
部
影
響
し
た
。

七
年
の
参
院
選
香
川
選
挙
区
は
、
中
央
で
連
立
を
組
む
自
民
元
職
と
社
会
前
職
の

与
党
対
決
と
な
り
、
自
民
公
認
の
真
鍋
賢
二
氏
が
返
り
咲
い
た
。
こ
の
選
挙
で
新

進
党
は
、
全
国
公
募
し
た
女
性
候
補
を
擁
立
し
た
。
労
相
な
ど
を
務
め
た
平
井
卓

志
氏
（
自
由
）
が
勇
退
し
た
十
年
の
参
院
選
で
は
、
県
議
か
ら
転
身
の
山
内
俊
夫

県内の市長・町長（平成 15 年 1月現在）

高 松 市 増　田　昌　三 牟 礼 町 山　畑　喜久夫 満 濃 町 森　　　 照　市
丸 亀 市 片　山　圭　之 庵 治 町 梶　河　正　孝 琴 平 町 山　下　正　臣
坂 出 市 松　浦　稔　明 塩 江 町 中　井　　　 弘 多度津町 小　國  　　 宏
善通寺市 宮　下　　　 裕 香 川 町 𠮷　本　保　久 仲 南 町 千　葉　宗　和
観音寺市 白　川　晴　司 香 南 町 谷　　　 輝　男 高 瀬 町 前　川　和　昭
さぬき市 赤　澤　申　也 直 島 町 濵　田　孝　夫 山 本 町 大　橋　良　男
引 田 町 安　倍　正　典 綾 上 町 祐　 安　　　 正 三 野 町 倉　田　定　宣
白 鳥 町 久　野　耕　市 綾 南 町 藤　 井　　　 賢 大野原町 平　野  　　 清
大 内 町 中　條　弘　矩 国分寺町 福　井　則　史 豊 中 町 藤　田  　　 繁
内 海 町 坂　下　一　朗 綾 歌 町 二　神　正　國 詫 間 町 横　山　忠　始
土 庄 町 三　木　佑二郎 飯 山 町 新　土　光　夫 仁 尾 町 山　地  　　 宏
池 田 町 八　木　壮一郎 宇多津町 谷　川　　　 実 豊 浜 町 髙　原　晴　美
三 木 町 石　原   　　收 琴 南 町 稲　毛　義　典 財 田 町 大　西　賢　剛

　
　

第
四
節
　
国
政
選
挙

　
　
　
新
党
ブ
ー
ム
で
再
編
加
速

　
　
　
　
　
参
院
選
敗
退
の
橋
本
首
相
退
陣
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各種選挙（国政選挙）

氏
（
自
新
）
が
社
民
、
共
産
な
ど
新
人
同
士
の
争
い
を
制
し
て
初
陣
を
飾
っ
た
。

ま
た
、
小
泉
政
権
下
で
初
め
て
の
国
政
選
挙
と
な
っ
た
十
三
年
の
第
十
九
回
参
院

選
で
は
、
自
民
前
職
の
真
鍋
賢
二
氏
が
現
職
の
強
み
を
発
揮
し
た
。

　
一
方
、
八
年
の
総
選
挙
で
は
新
進
が
香
川
一
区
、
同
三
区
で
初
め
て
の
候
補
者

を
擁
立
し
た
が
、
自
民
現
職
の
壁
を
打
ち
崩
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
十
二
年

の
総
選
挙
は
、前
回
と
同
じ
戦
い
の
構
図
と
な
っ
た
香
川
一
区
で
平
井
卓
也
氏（
無

新
）
が
、
厚
相
、
農
相
な
ど
を
務
め
た
藤
本
孝
雄
氏
（
自
前
）
の
十
一
選
を
阻
止

し
た
。

　
初
め
て
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
導
入
さ
れ
た
第
四
十
一
回
総
選
挙
は
八

年
十
月
八
日
に
公
示
さ
れ
、香
川
一
区
五
人
、同
二
区
二
人
、同
三
区
四
人
が
出
馬
、

自
民
が
三
議
席
を
独
占
し
、
比
例
単
独
候
補
と
し
て
比
例
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
に
回
っ

た
森
田　
一
氏
（
自
前
）
が
六
回
目
の
当
選
を
決
め
た
。
社
民
は
、
連
立
政
権
へ

の
参
画
を
め
ぐ
る
党
内
の
亀
裂
か
ら
、
戦
後
、
香
川
県
内
で
守
り
続
け
て
き
た
議

席
を
失
う
な
ど
党
の
存
亡
が
問
わ
れ
る
選
挙
と
な
っ
た
。
共
産
は
議
席
獲
得
こ
そ

か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
香
川
県
内
の
三
選
挙
区
合
わ
せ
た
獲
得
票
は
四
万
四
千
票

を
上
回
り
、
四
国
の
比
例
区
で
の
議
席
獲
得
に
つ
な
げ
た
。

　
選
挙
区
別
で
は
、
香
川
一
区
は
閣
僚
経
験
の
あ
る
藤
本
孝
雄
氏
（
自
前
）
に
平

井
卓
也
氏
（
新
進
新
）、
加
藤
繁
秋
氏
（
社
元
）、
真
鍋
光
広
氏
（
民
主
元
）、
河

村　
整
氏（
共
新
）が
挑
ん
だ
。
事
実
上
は
藤
本
、平
井
両
氏
の
一
騎
打
ち
と
な
っ

た
が
、
出
遅
れ
感
の
あ
っ
た
藤
本
氏
が
強
固
な
保
守
地
盤
に
支
え
ら
れ
て
票
を
積

み
上
げ
、
十
選
を
果
た
し
た
。
平
井
氏
は
七
年
四
月
に
出
馬
表
明
し
て
以
来
、
ミ

ニ
集
会
や
街
頭
か
ら
郷
土
再
生
に
か
け
る
思
い
を
訴
え
続
け
て
き
た
が
、
中
盤
以

降
、
系
列
議
員
、
企
業・団
体
の
引
き
締
め
を
図
っ
た
自
民
の
組
織
力
に
屈
し
た
。

返
り
咲
き
を
目
指
し
た
真
鍋
氏
は
、
一
部
労
組
の
支
援
活
動
や
菅
、
鳩
山
両
代
表

の
相
次
ぐ
来
県
で
追
い
上
げ
を
図
っ
た
が
、
当
選
ラ
イ
ン
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

　
二
区
は
、木
村
義
雄
氏
（
自
前
）
と
松
村　
久
氏
（
共
新
）
の
自
共
対
決
と
な
っ

た
が
、
木
村
氏
が
危
な
げ
な
く
四
選
。
多
党
化
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
有
権
者
の

選
択
肢
は
狭
く
、
投
票
率
も
五
二・
三
六
％
に
と
ど
ま
り
、
激
戦
も
よ
う
だ
っ
た

香
川
一
区
と
は
対
照
的
だ
っ
た
。

　
三
区
は
、
大
野
功
統
氏
（
自
前
）
と
月
原
茂
皓
氏
（
新
進
前
）、
奥
田
研
二
氏

（
社
新
）、
中
谷
浩
一
氏
（
共
新
）
の
争
い
。
小
選
挙
区
導
入
に
よ
る
初
の
選
挙
戦

だ
け
に
未
知
数
の
部
分
も
あ
っ
た
が
、
大
野
氏
は
、
比
例
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
出
馬

し
た
森
田　
一
氏
と
の
二
人
三
脚
で
、
月
原
氏
の
追
撃
を
振
り
切
っ
て
四
期
連
続

当
選
を
果
た
し
た
。
月
原
氏
は
、
あ
え
て
比
例
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
重
複
立
候
補

を
辞
退
、
自
ら
を
が
け
っ
ぷ
ち
に
追
い
込
み
、
小
選
挙
区
一
本
で
勝
負
を
か
け
た

が
及
ば
な
か
っ
た
。

　
二
十
一
世
紀
の
政
治
的
潮
流
を
占
う
国
政
選
挙
と
し
て
十
二
年
六
月
に
施
行
さ

れ
、
一
区
は
、
前
回
総
選
挙
で
新
進
党
か
ら
出
馬
し
て
次
点
に
泣
い
た
平
井
卓
也

氏
（
無
新
）
が
藤
本
孝
雄
氏
（
自
前
）
と
の
一
騎
打
ち
を
制
し
た
。
二
区
は
木
村

義
雄
氏
（
自
前
）、
三
区
は
大
野
功
統
氏
（
自
前
）
が
、
共
に
危
な
げ
な
く
五
選

を
果
た
し
た
。
ま
た
、
比
例
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
森
田　
一
氏
（
自
前
）
が
七

選
を
決
め
た
。

　
　
　
◇
第
四
十
一
回
総
選
挙

　
　
　
自
民
が
小
選
挙
区
独
占

　
　
　
◇
第
四
十
二
回
総
選
挙

　
　
　
自
民
の
議
席
独
占
崩
れ
る
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平
井
氏
は
、
前
回
選
挙
後
か
ら
い
ち
早
く
後
援
会
組
織
を
立
ち
上
げ
、
若
さ
を

前
面
に
ミ
ニ
集
会
や
街
頭
演
説
で
支
持
基
盤
の
拡
大
に
努
め
、
大
差
で
雪
辱
を
果

た
し
た
。
十
一
度
目
の
当
選
を
目
指
し
た
藤
本
氏
は
、
党
幹
部
ら
の
応
援
や
組
織

の
引
き
締
め
で
猛
追
し
た
が
、
連
立
政
権
を
組
む
公
明
が
自
主
投
票
に
回
っ
た
こ

と
な
ど
が
大
き
く
響
い
た
。

　
一
方
、
反
自
民
包
囲
網
で
挑
ん
だ
二
区
の
真
鍋
光
広
氏
（
民
主
元
）、
一
区
の

加
藤
繁
秋
氏
（
社
元
）、
三
区
の
奥
田
研
二
氏
（
社
新
）
は
連
合
香
川
の
推
薦
な

ど
を
受
け
た
が
、
す
み
分
け
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
真
鍋
氏
は
重
複

立
候
補
し
た
比
例
で
も
惜
敗
率
で
届
か
な
か
っ
た
。
共
産
は
三
選
挙
区
に
候
補
者

を
擁
立
し
て
、
合
わ
せ
て
四
万
七
千
票
を
獲
得
、
前
回
総
選
挙
よ
り
約
三
千
票
上

積
み
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
村
山
政
権
下
で
初
と
な
る
国
政
選
挙
と
し
て
、
七
年
七
月
二
十
三
日
に
投
、
開

票
が
あ
り
、六
年
前
の
雪
辱
を
期
し
た
真
鍋
賢
二
氏（
自
元
）が
、喜
岡　
淳
氏（
社

前
）、稲
辺
富
実
代
氏
（
新
進
新
＝
公
明
推
薦
）、山
本　
繁
氏
（
共
新
）
の
現
職
、

新
人
組
を
抑
え
、
六
年
ぶ
り
に
返
り
咲
き
を
果
た
し
た
。

　
消
費
税
問
題
で
議
席
を
失
っ
た
真
鍋
氏
に
と
っ
て
は
、
苦
節
六
年
の
日
々
だ
っ

た
。
村
山
政
権
で
連
立
を
組
む
社
会
現
職
と
の
一
騎
打
ち
と
い
う
ね
じ
れ
選
挙

だ
っ
た
が
、
次
期
総
選
挙
の
前
哨
戦
と
位
置
づ
け
、
県
内
各
選
挙
区
の
立
候
補
予

定
者
と
連
携
を
図
り
、
前
回
選
挙
で
他
党
に
流
れ
た
消
費
税
反
対
の
票
を
丹
念
に

呼
び
戻
す
と
と
も
に
、
厚
い
保
守
地
盤
と
組
織
力
、
六
年
前
の
同
情
票
も
集
め
て

現
職
の
喜
岡
氏
に
圧
勝
、
三
回
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
得
票
数
は
六

年
前
よ
り
約
五
万
三
千
票
少
な
く
、
参
院
選
香
川
選
挙
区
の
自
民
党
候
補
者
と
し

て
は
、
昭
和
四
十
六
年
以
来
初
め
て
二
十
万
票
を
下
回
っ
た
。

　
逆
風
下
で
真
価
が
問
わ
れ
た
喜
岡
氏
は
、
環
境
政
務
次
官
な
ど
六
年
間
の
実
績

を
前
面
に
攻
め
の
選
挙
に
徹
し
た
。
し
か
し
、
連
立
政
権
を
め
ぐ
る
党
内
の
混
乱

な
ど
か
ら
労
組
系
の
動
き
が
鈍
く
、得
票
数
を
前
回
か
ら
大
き
く
減
ら
し
て
敗
退
、

党
基
盤
の
弱
体
化
が
一
段
と
浮
き
彫
り
と
な
り
、
四
国
で
唯
一
の
参
院
議
席
の
死

守
も
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　
新
進
新
人
の
稲
辺
氏
は
全
国
公
募
で
選
ば
れ
、告
示
直
前
に
出
馬
を
表
明
し
た
。

香
川
と
の
つ
な
が
り
は
薄
か
っ
た
が
、
七
年
一
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
新
進
党

県
連
に
と
っ
て
国
政
選
挙
で
は
初
の
公
認
候
補
と
あ
っ
て
、
党
内
組
織
や
団
体
、

公
明
香
川
な
ど
が
支
持
基
盤
の
拡
大
に
努
め
た
。
だ
が
、
県
外
出
身
と
い
う
ハ
ン

デ
ィ
と
立
ち
遅
れ
を
跳
ね
返
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
二
度
目
の
挑
戦
と
な
っ
た
山
本
氏
は
、
比
例
選
挙
と
セ
ッ
ト
で
支
持
基
盤
の
拡

大
を
図
っ
た
。
地
元
三
木
町
な
ど
で
善
戦
し
た
が
、
オ
ー
ル
与
党
批
判
が
票
に
つ

な
が
ら
ず
、
党
勢
拡
大
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。

　
県
内
の
平
均
投
票
率
は
四
六・
七
九
％
と
史
上
初
め
て
五
〇
％
を
切
り
、
過
去

最
低
だ
っ
た
前
回
四
年
の
参
院
選
を
さ
ら
に
七・〇
一
㌽
下
回
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

十
年
六
月
二
十
五
日
に
公
示
さ
れ
、
新
人
同
士
の
二
十
四
年
ぶ
り
の
争
い
と

な
っ
た
香
川
選
挙
区
で
は
、
県
議
か
ら
転
身
し
た
山
内
俊
夫
氏
（
自
新
）
が
、
加

藤
繁
秋
氏
（
社
新
）、
白
川
容
子
氏
（
共
新
）、
前
田
清
貴
氏
（
自
連
新
）
を
制
し

て
初
陣
を
飾
っ
た
。

　
　
　
◇
平
成
七
年
参
議
院
議
員
選
挙

　
　
　
真
鍋
氏
が
雪
辱
果
た
す

　
　
　
◇
平
成
十
年
参
議
院
議
員
選
挙

　
　
　
新
人
同
士
の
争
い
、
山
内
氏
当
選
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各種選挙（国政選挙）

　
山
内
氏
は
、
九
年
九
月
に
早
々
と
自
民
党
公
認
を
取
り
つ
け
た
が
、
知
事
選
候

補
者
選
び
を
め
ぐ
る
自
民
党
県
連
の
騒
動
の
中
で
の
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
組
織
と
し
て
の
選
挙
運
動
は
盛
り
上
が
り
を
欠
い
た
が
、
厚
い
保
守
地
盤
を

背
景
に
危
な
げ
な
く
当
選
し
た
。
し
か
し
、
得
票
数
は
二
十
万
票
に
届
か
な
か
っ

た
。

　
加
藤
氏
は
、
反
自
民
・
非
共
産
の
受
け
皿
と
な
る
無
党
派
層
の
一
部
に
食
い
込

み
、
知
名
度
の
高
さ
も
あ
っ
て
前
回
参
院
選
で
旧
社
会
党
候
補
が
獲
得
し
た
票
数

を
約
一
万
票
上
回
っ
た
。
し
か
し
、
連
合
の
推
薦
が
得
ら
れ
ず
、
労
組
票
や
団
体

へ
の
十
分
な
浸
透
が
で
き
な
か
っ
た
ほ
か
、
自
社
さ
連
立
政
権
に
参
画
し
て
い
た

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
で
き
ず
、
当
選
ラ
イ
ン
に
届
か
な
か
っ

た
。

　
共
産
新
人
の
白
川
氏
は
、
九
年
ぶ
り
の
党
公
認
女
性
候
補
と
し
て
自
民
の
批
判

票
を
す
く
い
上
げ
、
前
回
参
院
選
の
共
産
票
を
一
気
に
五
倍
強
に
増
や
す
な
ど
善

戦
し
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。
前
田
氏
は
医
療
改
革
に
よ
る
消
費
税
撤
廃
な
ど
を
掲

げ
、
比
例
代
表
選
挙
と
セ
ッ
ト
の
運
動
を
展
開
、
公
示
直
前
の
出
馬
表
明
だ
っ
た

が
、
保
守
票
を
中
心
に
二
万
四
千
票
余
と
健
闘
し
た
。

　

香
川
選
挙
区
の
平
均
投
票
率
は
五
四・
五
一
％
。
新
人
同
士
の
争
い
に
加
え
、

投
票
時
間
の
二
時
間
延
長
や
不
在
者
投
票
の
要
件
緩
和
な
ど
か
ら
前
回
参
院
選
を

約
八
㌽
上
回
っ
た
。

　
二
十
一
世
紀
最
初
の
国
政
選
挙
と
し
て
、
小
泉
構
造
改
革
を
最
大
の
争
点
に
十　

三
年
七
月
二
十
九
日
に
投
、
開
票
が
行
わ
れ
た
。
香
川
選
挙
区
は
、
元
環
境
庁
長

官
の
真
鍋
賢
二
氏
（
自
前
＝
公
明
、
保
守
推
薦
）
が
三
人
の
女
性
新
人
候
補
を
寄

せ
つ
け
ず
大
差
で
四
選
を
決
め
、県
内
の
衆
参
五
議
席
は
再
び
自
民
が
独
占
し
た
。

　
真
鍋
氏
は
、
三
期
十
八
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、
自
民
支
持
層
を
固
め
た
。
選
挙

戦
で
は
小
泉
改
革
の
推
進
を
掲
げ
て
無
党
派
層
に
も
食
い
込
み
、
第
十
七
回
参
院

選
で
の
自
ら
の
獲
得
票
を
十
万
票
近
く
上
回
っ
た
。

　
名
倉
美
登
里
氏
（
無
新
＝
民
主
、
社
民
、
自
由
、
無
所
属
の
会
推
薦
）
は
、
民

主
、
社
民
両
党
の
支
持
基
盤
で
あ
る
連
合
香
川
の
支
持
を
得
て
、
自
民
批
判
票
の

取
り
込
み
を
図
っ
た
が
、
知
名
度
不
足
な
ど
か
ら
及
ば
な
か
っ
た
。

　
三
年
前
の
参
院
選
で
、
共
産
公
認
候
補
と
し
て
九
万
票
余
を
獲
得
し
た
白
川
容

子
氏
（
共
新
）
は
、
生
活
者
の
視
点
で
消
費
税
減
税
を
柱
と
し
た
景
気
対
策
で
ア

ピ
ー
ル
。共
産
支
持
層
に
加
え
、独
自
の
戦
術
で
自
民
批
判
票
の
取
り
込
み
も
図
っ

た
が
前
回
得
票
数
を
約
三
万
二
千
票
下
回
り
及
ば
な
か
っ
た
。
公
示
直
前
に
出
馬

表
明
し
た
田
中
見
依
氏
（
自
由
連
新
）
は
、
比
例
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
セ
ッ
ト
で

票
の
上
積
み
を
目
指
し
、
党
の
主
要
施
策
で
あ
る
医
療
改
革
を
訴
え
た
が
届
か
な

か
っ
た
。

　

県
下
の
平
均
投
票
率
は
五
四・
〇
％
。
小
泉
人
気
で
政
治
へ
の
国
民
の
関
心

が
高
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
投
票
時
間
の
延
長
や
今
回
か
ら
導
入
し
た
非
拘
束

名
簿
式
な
ど
か
ら
投
票
率
の
大
幅
ア
ッ
プ
も
期
待
さ
れ
た
が
、
前
回
選
挙
の

五
四・五
一
％
を
〇・五
一
㌽
下
回
っ
た
。

　
　
　
◇
平
成
十
三
年
参
議
院
議
員
選
挙

　
　
　
自
民
、
衆
参
五
議
席
を
独
占
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衆議院議員総選挙
（○の数字は当選回数）

平成 8 年10月20日執行

当 62,612 票 藤　本　孝　雄 （65） 自　民　前 高 松 市 ⑩
55,578 票 平　井　卓　也 （38） 新　進　新 高 松 市
31,501 票 真　鍋　光　広 （56） 民　主　元 高 松 市
12,964 票 加　藤　繁　秋 （49） 社　民　元 高 松 市
9,737 票 河　 村　　　 整 （37） 共　産　新 高 松 市

◇…1　 　区…◇（定数１、候補者５）

当 85,578 票 平　井　卓　也 （42） 無所属　新 高 松 市 ①
62,065 票 藤 本 孝 雄 （69） 自　民　前 高 松 市
27,733 票 加 藤 繁 秋 （53） 社　民　元 高 松 市
12,667 票 松 原 昭 夫 （44） 共　産　新 高 松 市

平成12 年 6月25日執行

◇…1　 　区…◇（定数 1、候補者 4）

当 84,030 票 木 村 義 雄 （52） 自　民　前 大 川 郡 ⑤
53,015 票 真 鍋 光 広 （60） 民　主　元 綾 歌 郡
11,532 票 松　 村　　　 久 （59） 共　産　新 綾 歌 郡
8,265 票 猪　 塚　　　 武 （32） 無所属　新 香 川 郡

◇…2　　 区…◇（定数 1、候補者 4）

当 79,870 票 大　野　功　統 （61） 自　民　前 三 豊 郡 ④
62,468 票 月　原　茂　皓 （61） 新　進　前 観音寺市
13,026 票 奥　田　研　二 （51） 社　民　新 三 豊 郡
7,917 票 中　谷　浩　一 （35） 共　産　新 綾 歌 郡

◇…3　 　区…◇（定数１、候補者４）

当 90,690 票 大　野　功　統 （64） 自　民　前 三 豊 郡 ⑤
37,759 票 奥 田 研 二 （55） 社　民　新 三 豊 郡
22,887 票 白 川 容 子 （34） 共　産　新 仲多度郡

◇…3　 　区…◇（定数 1、候補者 3）

当 98,531 票 木　村　義　雄 （48） 自　民　前 大 川 郡 ④
26,658 票 松　 村　　　 久 （56） 共　産　新 綾 歌 郡

◇…2　 　区…◇（定数１、候補者２）

当 森　 田　　　 一 （62） 自　民　前 観音寺市 ⑥
◇…比例代表四国選挙区…◇

当 森　 田　　　 一 （66） 自　民　前 観音寺市 ⑦
◇…比例代表四国選挙区…◇



47

各種選挙（国政選挙）

参議院議員通常選挙
（○の数字は当選回数）

平成 7年 7月23日執行

当 163,817 票 真　鍋　賢　二 （60） 自　民　元 高 松 市 ③
105,478 票 喜　岡　　　淳 （42） 社　会　前 高 松 市
76,982 票 稲　辺　富実代 （33） 新　進　新 高 松 市
17,395 票 山　本　　　繁 （62） 共　産　新 木 田 郡

（定数１、候補者４）

平成13 年 7月29日執行

当 263,814 票 真　鍋　賢　二 （66） 自　民　前 高 松 市 ④
80,183 票 名　倉　美登里 （58） 無所属　新 大 川 郡
60,468 票 白　川　容　子 （35） 共　産　新 仲多度郡
20,648 票 田　中　見　依 （33） 自由連合   新 横 浜 市

（定数１、候補者４）

平成10 年 7月12日執行

当 178,987 票 山　内　俊　夫 （51） 自　民　新 丸 亀 市 ①
115,541 票 加　藤　繁　秋 （51） 社　民　新 高 松 市
92,205 票 白　川　容　子 （32） 共　産　新 仲多度郡
24,440 票 前　田　清　貴 （45） 自由連合   新 高 松 市

（定数１、候補者４）


